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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに平行に配設された複数の列線と、上記複数の列線に交差する互いに平行に配設さ
れた複数の行線と、上記複数の列線と上記複数の行線との交差部に対応して設けられた複
数の絵素とを有する液晶表示装置に画像を表示する方法であって、
　（ａ）上記複数の行線の内のｎ本目からｎ＋ｍ－１本目（ｎおよびｍは正の整数）まで
の行線の内の１本の行線に選択信号を供給するとともに、上記複数の列線のそれぞれにデ
ータ信号を供給することによって、上記複数の絵素の内で上記１本の行線に対応する絵素
に所定のデータ信号を供給する工程と、
　（ｂ）上記工程（ａ）の前にまたは後に、上記複数の行線の内のｌ本目（ｌは正の整数
で、ｌ≧ｎ＋ｍまたはｌ＋ｍ≦ｎ）からｌ＋ｍ－１本目までの行線の内の少なくとも１本
の行線に選択信号を供給するとともに、上記複数の列線のそれぞれに黒表示信号を供給す
ることによって、上記複数の絵素の内で上記少なくとも１本の行線に対応する絵素に黒表
示信号を供給する工程とを包含し、
　上記工程（ａ）において上記複数の列線のそれぞれに上記データ信号を供給する工程お
よび上記工程（ｂ）において上記複数の列線のそれぞれに上記黒表示信号を供給する工程
は、上記データ信号と上記黒表示信号とを切り替えていずれか一方を上記複数の列線に供
給することによって実行され、
　上記工程（ａ）および（ｂ）をそれぞれ複数回実行することによって、上記複数の絵素
のそれぞれについて、１フレーム期間に、上記所定のデータ信号および上記黒表示信号を
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供給し、上記複数の絵素のそれぞれにおいて、１フレーム期間の４／１６．７を超える時
間に亘って黒表示信号が供給された状態が保持される液晶表示方法であって、
　上記複数の行線の内の２本以上の行線に選択信号を供給するとともに、上記複数の列線
のそれぞれに黒表示信号を供給する工程を包含し、
　上記２本以上の行線は、（ｎ＋α・ｍ）（α＝１，２，…，ｐ（ｐ：２以上の正の整数
））本目の行線または（ｎ＋α・ｍ）本目から（ｎ＋α・ｍ＋ｋ－１）（α＝１，２，…
，ｐ（ｋ：正の整数））本目までの行線であり、
　ｍ＞１１５且つ、上記ｍの値は、次式の関係を満たすように設定されることを特徴とす
る、液晶表示方法。
ｆ×ｍ／Ｎ＞ｔ
但し、Ｎ：行線数
ｆ：１フレーム時間
ｔ：白表示を黒表示へ切り換える際における液晶の応答時間
【請求項２】
　上記工程（ａ）と上記工程（ｂ）とを交互に繰り返すことを特徴とする、請求項１に記
載の液晶表示方法。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の液晶表示方法において、上記データ信号の供給時間と
上記黒表示信号の供給時間とは等しいことを特徴とする液晶表示方法。
【請求項４】
　請求項１または請求項２に記載の液晶表示方法において、上記データ信号の供給時間は
、上記黒表示信号の供給時間よりも長いことを特徴とする液晶表示方法。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４の何れか一つに記載の液晶表示方法において、
　上記２本以上の行線は、（ｎ＋α・ｍ）本目から（ｎ＋α・ｍ＋ｋ－１）本目までの行
線であって、上記ｋの値は、次式の関係を満たすように設定されることを特徴とする液晶
表示方法。
Ｔ×ｋ≧Ｔ0

但し、Ｔ：黒表示信号の１回の供給時間
Ｔ0：白表示を完全に黒表示に切り換えることができる黒表示信号の最短時間
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５の何れか一つに記載の液晶表示方法において、上記データ信号が
黒表示用のデータ信号である場合の電圧Ｖｄと、上記黒表示信号の電圧Ｖｒとを、下記の
関係を満たすように設定することを特徴とする液晶表示方法。
対向電極の電位レベルに対して正極性の場合には
ノーマリホワイト時はＶｄ＜Ｖｒ
ノーマリブラック時はＶｄ＞Ｖｒ
対向電極の電位レベルに対して負極性の場合には
ノーマリホワイト時はＶｄ＞Ｖｒ
ノーマリブラック時はＶｄ＜Ｖｒ
【請求項７】
　互いに平行に配設された複数の列線と、上記複数の列線に交差する互いに平行に配設さ
れた複数の行線と、上記複数の列線と上記複数の行線との交差部に対応して設けられた複
数の絵素とを有する表示パネルと、上記複数の列線にデータ信号を供給する列線ドライバ
と、上記複数の行線に選択信号を供給する行線ドライバを有する液晶表示装置において、
　上記列線ドライバに映像信号および制御信号を供給する一方、上記行線ドライバに制御
信号を供給して、上記表示パネルに対する画像表示動作を制御する表示制御部と、上記複
数の絵素に黒画像を表示させるための黒表示信号を発生する黒表示信号発生手段と、
　上記列線ドライバに設けられて、上記表示制御部からの映像信号に基づくデータ信号と
上記黒表示信号発生手段からの黒表示信号とのいずれか一方を切り替え選択する切替スイ
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ッチを備え、
　上記表示制御部は、上記行線を選択させるための上記制御信号を上記行線ドライバに供
給すると共に、上記切替スイッチがデータ信号を選択している際にはｎ本目からｎ＋ｍ－
１本目（ｎおよびｍは正の整数）までの行線の内の１本の行線に選択信号を供給させる一
方、上記切替スイッチが黒表示信号を選択している際には上記複数の行線の内のｌ本目（
ｌは正の整数で、ｌ≧ｎ＋ｍまたはｌ＋ｍ≦ｎ）からｌ＋ｍ－１本目までの行線の内の少
なくとも１本の行線に選択信号を供給させ、上記複数の絵素のそれぞれについて、１フレ
ーム期間に、上記データ信号および上記黒表示信号を供給し、上記複数の絵素のそれぞれ
において、１フレーム期間の４／１６．７を超える時間に亘って黒表示信号が供給された
状態が保持される液晶表示装置であって、
　上記切替スイッチが黒表示信号を選択している際には上記複数の行線の内の２本以上の
行線に選択信号を供給させ、上記２本以上の行線は、（ｎ＋α・ｍ）（α＝１，２，…，
ｐ（ｐ：２以上の正の整数））本目の行線または（ｎ＋α・ｍ）本目から（ｎ＋α・ｍ＋
ｋ－１）（α＝１，２，…，ｐ（ｋ：正の整数））本目までの行線であり、
　ｍ＞１１５且つ、上記ｍの値は、次式の関係を満たすように設定されることを特徴とす
る、液晶表示装置。
ｆ×ｍ／Ｎ＞ｔ
但し、Ｎ：行線数
ｆ：１フレーム時間
ｔ：白表示を黒表示へ切り換える際における液晶の応答時間
【請求項８】
　上記切り替えスイッチは、上記データ信号と上記黒表示信号とを交互に切り替え選択す
る、請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項７または請求項８に記載の液晶表示装置において、上記複数の行線は、ｍ本毎に
Ｌ（Ｌ：２以上の正の整数）個のブロックに分割され、上記行線ドライバは、各ブロック
の行線に選択信号を供給するＬ個の部分行線ドライバで構成されていることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項７乃至請求項９の何れか一つに記載の液晶表示装置において、上記表示制御部か
ら上記列線ドライバへの制御信号は、上記切替スイッチの切替動作を制御するための切替
制御信号を含み、上記切替制御信号は、上記データ信号の選択時間を黒表示信号の選択時
間よりも長くするようになっていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　請求項７乃至請求項９の何れか一つに記載の液晶表示装置において、上記表示制御部か
ら上記列線ドライバへの制御信号は、上記切替スイッチの切替動作を制御するための切替
制御信号を含み、上記切替制御信号は、上記データ信号の選択時間と上記黒表示信号の選
択時間とを等しくするようになっていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１２】
　請求項７乃至請求項１１に記載の液晶表示装置において、上記表示制御部から上記行線
ドライバへの制御信号は、上記黒表示信号を供給する黒表示信号供給期間であるか否かを
識別するための識別信号を含み、上記行線ドライバは、上記識別信号に基づいて、上記黒
表示信号供給期間には（ｎ＋ｍ）本目から（ｎ＋ｍ＋ｋ－１）本目（ｋは正の整数で、ｋ
＞１）までの行線に上記選択信号を供給するようになっていることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の液晶表示装置において、上記表示制御部から上記行線ドライバへの
制御信号は走査開始信号を含み、上記行線ドライバは、複数のラッチ回路を有するシフト
レジスタと、上記識別信号に基づいて、データ信号供給期間には上記走査開始信号を上記
シフトレジスタの１番目のラッチ回路に供給する一方、黒表示信号供給期間には上記走査
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開始信号を上記シフトレジスタのｍ番目のラッチ回路から連続したｋ個のラッチ回路に供
給する走査開始信号供給手段を備えていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の液晶表示装置において、上記走査開始信号供給手段は、上記黒表示
信号供給期間におけるラッチ回路番号ｍとラッチ回路数ｋを変更可能になっていることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の液晶表示装置において、上記走査開始信号供給手段の動作を制御す
る供給制御手段を備えて、上記供給制御手段は、外部からの走査開始位置指定信号に基づ
いて、上記ラッチ回路番号ｍを設定する制御信号を上記走査開始信号供給手段に出力する
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１６】
　請求項７乃至請求項１５の何れか一つに記載の液晶表示装置において、上記表示制御部
は、外部からの指令信号に応じて、上記切替スイッチの動作に基づく黒表示信号の供給動
作を行う第１表示モード用の制御信号と、上記切替スイッチの動作を停止させて黒表示信
号の供給動作を行わない第２表示モード用の制御信号とを切り換えて出力するようになっ
ていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の液晶表示装置において、上記列線ドライバから供給されるデータ信
号の電圧を設定するための信号用基準電源を備えて、上記信号用基準電源の電圧は、上記
第１表示モード時と第２表示モード時とで切り換え可能になっていることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の液晶表示装置において、上記表示制御部からの映像信号に基づいて
画面上の同一位置に係るデータをモニタし、上記映像信号に基づく画像は動画であるか静
止画であるかを判別して判別結果を表す上記指令信号を上記表示制御部に出力する動画静
止画判別手段を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１９】
　請求項１６乃至請求項１８の何れか一つに記載の液晶表示装置において、上記表示パネ
ルを裏面側から照射するバックライトと、上記指令信号に基づいて、上記第１表示モード
と第２表示モードとで、上記バックライトの輝度を切り換えるバックライト調光手段を備
えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２０】
　請求項７乃至請求項１９の何れか一つに記載の液晶表示装置において、上記黒表示信号
発生手段は黒表示信号用電源であり、上記黒表示信号用電源の電圧は、変更可能になって
いることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、動画表示に優れた液晶表示方法および液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、アクティブマトリックス型の液晶表示装置がある。このアクティブマトリッ
クス型の液晶表示装置では、図３１に示すように、ソースドライバ１によって、映像信号
から１水平ライン分のデータをサンプリングメモリ２にサンプリングする度に、このサン
プリングしたデータをホールディングメモリ３に蓄える。また、液晶パネル側では、デー
タを書き込むべき絵素行でなる水平ラインがゲートドライバ（図示せず）によって選択さ
れ、選択された絵素のＴＦＴ（薄膜トランジスタ）をオンする。その後、選択された水平
ラインを構成する全絵素に、ホールディングメモリ３に蓄えられている１水平ライン分の
データ信号が、ＤＡコンバータ４によってＤＡ変換されて、ソースライン６を介して書き
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込まれる。
【０００３】
　上述の動作が、全水平ラインに対して行われて１画面の映像書き込みが完了する。そし
て、これを１フレームとして繰り返すことによって、様々な映像の表示を可能にしている
。このような表示動作を行うアクティブマトリックス型液晶表示装置は、ワードプロセッ
サやノートパソコンの表示部、あるいは、テレビ等に応用されている。
【０００４】
　ところで、上記従来のアクティブマトリックス型の液晶表示装置においては、液晶の応
答速度、特に中間調間の応答速度が上記１フレームの時間である１６．７ｍｓより遅いた
めに、動画表示の場合に残像が見られるといった表示品位低下の問題がある。
【０００５】
　また、上記ＴＦＴが非選択の間は、対応する絵素に書き込まれたデータ信号が保持され
続ける。そのために、例え液晶の応答速度を速くしたとしても、人間の視線が動画を追跡
するが故の網膜上の残像が存在する。その結果、表示品位が低下するという問題もある。
【０００６】
　そこで、上記各問題を解決するために、次のような液晶表示方法が提案されている（特
許文献１および非特許文献１）。特許文献１においては、画面を上下２分割して、フレー
ム時間の前半では、上画面を信号走査すると同時に下画面を黒信号（ブランキング）走査
する。そして、フレーム時間の後半では、上記上画面を黒信号（ブランキング）走査する
と同時に下画面を信号走査するようにしている。
【０００７】
　また、非特許文献１においては、画面を上下２分割すると共に、１フレーム時間を全画
面のライン数の時間スロットに分割する。そして、第１スロットにおいては、上画面を信
号走査すると同時に下画面も信号走査する。また、第２スロットにおいては、上記上画面
を黒信号（ブランキング）走査すると同時に下画面も黒信号（ブランキング）走査を行う
ようにしている。このようにして、スロット毎に順次、信号走査と黒信号（ブランキング
）走査を繰り返している。
【０００８】
　上記各液晶表示方法によれば、一絵素に着目すると、１フレーム時間中に必ず画像表示
期間と黒表示期間の両方があり、特に黒表示期間の存在によって、前後のフレームデータ
が混在することなく画像を表示することが可能となる。したがって、動画の表示性能を改
善することができるのである。
【特許文献１】特開平１１－１０９９２１号公報
【非特許文献１】「パイセルを用いた新動画対応ＬＣＤ」日本液晶学会誌、１９９９，ｖ
ｏｌ．３，Ｎｏ．２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記非特許文献１に開示された液晶表示方法においては、次のような問
題がある。すなわち、１フレーム時間を全画面のライン数の時間スロットに分割し、さら
に画面を上下２分割している。そして、第１スロットでは上画面を信号走査すると同時に
下画面も信号走査する。一方、第２スロットでは、上記上画面を黒信号（ブランキング）
走査すると同時に下画面も黒信号（ブランキング）走査している。このようにして、スロ
ット毎に順次信号走査と黒信号（ブランキング）走査を繰り返している。したがって、上
画面を走査し始めるときに下画面も同時に走査する必要があり、一度、１ライン分の画像
データを記憶させておく必要がある。したがって、回路が複雑化して、コストアップにつ
ながるという問題がある。
【００１０】
　また、上記特許文献１に開示された液晶表示方法も同様の問題がある。すなわち、１フ
レーム時間を前半と後半とに分割し、さらに画面を上下２分割している。そして、１フレ
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ーム時間の前半では、上画面を信号走査すると同時に下画面を黒信号（ブランキング）走
査する。一方、１フレーム時間の後半では、上画面を黒信号（ブランキング）走査すると
同時に下画面を信号走査している。この場合には、上記非特許文献１のような画像データ
の記憶は不要であるが、画面分割による回路の複雑化とコストアップという不具合はやは
り生じる。
【００１１】
　言うまでもないが、画面を分割化すると、例えばソースドライバが上下で２倍必要にな
り、コストアップになるのである。
【００１２】
　そこで、この発明の目的は、特許文献１及び非特許文献１のような画面分割は行わずに
、特別な画面の記憶装置も必要とせずに、従来の液晶表示装置の最小限の改良によって動
画表示品位を向上できる液晶表示方法および液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するため、第１の発明は、互いに平行に配列された複数の列線にデータ
信号を供給し，上記列線に交差する方向に互いに平行に配列された複数の行線に選択信号
を供給して，上記データ信号が供給された列線と上記選択信号が供給された行線との交差
位置あるいは交差位置近傍の液晶でなる絵素に画像を表示する液晶表示方法であって、ｎ
（ｎ：正の整数）本目の行線に上記選択信号を供給すると共に，上記列線にデータ信号を
供給して，上記ｎ本目の行線と各列線との交差位置に係る絵素に上記データ信号に基づく
画像を表示し、次に、ｍを正の整数として（ｎ＋ｍ）本目の行線に上記選択信号を供給す
ると共に，絵素に黒画像を表示させるための黒表示信号を上記列線に供給して，上記（ｎ
＋ｍ）本目の行線と各列線との交差位置に係る絵素に上記黒画像を表示し、上記選択信号
を供給する行線を順次シフトさせながら上記データ信号に基づく画像の表示動作と黒画像
の表示動作とを繰り返し、上記選択信号を供給する（ｎ＋ｍ）本目の行線が最終行線を越
える場合には，先頭行線に戻って１フレーム期間内に全絵素の夫々に対して上記データ信
号に基づく画像および黒画像を表示することを特徴としている。
【００１４】
　上記構成によれば、上記特許文献１および非特許文献１の場合とは異なり、列線へのデ
ータ信号供給と黒表示信号供給とが交互に行われ、上記選択信号を供給する行線が上記信
号供給に同期して、ｎ，ｎ＋ｍ，ｎ＋１，ｎ＋ｍ＋１，ｎ＋２，ｎ＋ｍ＋２，…のごとく
ｎが順次増加される。こうして、画面を分割したり、１画面の画像データを記憶する回路
を用いたりすることなく、総ての絵素に対して、データ信号が書き込まれ、さらにｍに応
じた所定時間が経過した後に黒表示信号が供給され、次のフレームに新たに画像データ信
号が書き込まれるまで黒表示信号が書き込まれた状態が保持されて、黒画像が表示される
。したがって、白表示を行っている絵素が次のフレームで黒表示に変わる場合は、黒表示
信号が書き込まれる前に既に黒画像が表示されていることになり、バックライトの光り漏
れは起こらないのである。
【００１５】
　また、動画における映像のエッジは、フレームの切り変わりで移動してフレーム期間に
は停止している。ところが、人間には映像は滑らかに移動していると感じられるために、
映像のエッジが人間の視線よりも先に在る期間と後に在る期間とがあり、映像のエッジが
滲んで見える。ところが、この発明においては、上述のように、上記映像を表示している
絵素が次にデータ信号が印加されるまでに黒表示になって映像が消えるため、結果として
映像のエッジが人間の視線よりも先に在る期間と後に在る期間とが短くなり、映像のエッ
ジの滲みが低減されることになる。こうして、動画表示品位が向上される。
【００１６】
　また、第２の発明は、互いに平行に配列された複数の列線にデータ信号を供給し，上記
列線に交差する方向に互いに平行に配列された複数の行線に選択信号を供給して，上記デ
ータ信号が供給された列線と上記選択信号が供給された行線との交差位置あるいは交差位
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置近傍の液晶でなる絵素に画像を表示する液晶表示方法であって、ｎ本目の行線に上記選
択信号を供給すると共に，上記列線にデータ信号を供給して，上記ｎ本目の行線と各列線
との交差位置に係る絵素に上記データ信号に基づく画像を表示し、次に、上記ｎ本目の行
線とは異なる複数本の行線に上記選択信号を同時に供給すると共に，絵素に黒画像を表示
させるための黒表示信号を上記列線に供給して，上記複数本の行線と各列線との交差位置
に係る絵素に上記黒画像を表示し、上記選択信号を供給する行線を順次シフトさせながら
上記データ信号に基づく画像の表示動作と黒画像の表示動作とを繰り返し、上記同時に選
択信号を供給する複数本の行線が最終行線を越える場合には，先頭行線に戻って１フレー
ム期間内に全絵素の夫々に対して上記データ信号に基づく画像および黒画像を表示するこ
とを特徴としている。
【００１７】
　上記構成によれば、総ての絵素に対して、１フレーム期間の後半に複数回黒表示信号が
供給される。したがって、上記黒表示信号供給時間が１回の黒表示信号供給だけでは十分
な黒画像表示が行えない時間である場合でも、黒表示信号供給が複数回繰り返されること
によって確実に黒表示が行われる。こうして、表示パネルの絵素密度が高密度であって行
線数が多いために、黒表示信号供給時間が十分取れない場合でも、バックライトの光り漏
れが起こらない高品位な動画表示が行われる。
【００１８】
　また、上記第２の発明の液晶表示方法は、上記複数本の行線を、（ｎ＋α・ｍ）（α＝
１，２，…，ｐ（ｐ：正の整数））本目の行線とすることが望ましい。
【００１９】
　上記構成によれば、ある１本の水平ラインに着目すると、ｍ本の走査毎に黒表示が繰り
返して行われることになる。こうして、直前のフレームの表示内容による液晶の誘電率の
影響を無くして、さら高品位な表示が行われる。
【００２０】
　また、上記第２の発明の液晶表示方法は、上記複数本の行線を、（ｎ＋α・ｍ）本目か
ら（ｎ＋α・ｍ＋ｋ－１）（α＝１，２，…，ｐ（ｐ，ｋ：正の整数））本目までの行線
とすることが望ましい。
【００２１】
　上記構成によれば、ある１本の水平ラインに着目すると、ｍ本の走査毎にｋ回繰り返し
て黒表示が行われ、直前のフレームの表示内容の影響が更に無くなる。
【００２２】
　また、上記第１の発明あるいは第２の発明の液晶表示方法は、上記データ信号の供給時
間と上記黒表示信号の供給時間とを等しくすることが望ましい。
【００２３】
　上記構成によれば、上記データ信号の供給時間と上記黒表示信号の供給時間とは等しい
ために、非常に簡単な切り換え制御処理によって上記データ信号の供給と上記黒表示信号
の供給とが切り換えられる。
【００２４】
　また、上記第１の発明あるいは第２の発明の液晶表示方法は、上記データ信号の供給時
間を、上記黒表示信号の供給時間よりも長くすることが望ましい。
【００２５】
　上記構成によれば、表示パネルの絵素密度が高密度であって行線数が多いために、デー
タ信号供給時間が十分取れない場合にも対処できる。
【００２６】
　また、上記第１の発明あるいは第２の発明の液晶表示方法は、上記ｍの値を、次式の関
係を満たすように設定することが望ましい。
ｆ×ｍ／Ｎ＞ｔ
但し、Ｎ：行線数
ｆ：１フレーム時間
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ｔ：白表示を黒表示へ切り換える際における液晶の応答時間
【００２７】
　上記構成によれば、１フレーム期間における上記黒表示信号の供給時間が、白表示を黒
表示へ切り換える場合の液晶の応答時間以上に設定される。こうして、上記データ信号に
基づいて白画像が表示される絵素であっても次にデータ信号が印加されるまでに確実に黒
表示が行われる。
【００２８】
　また、上記第１の発明あるいは第２の発明の液晶表示方法は、上記ｋの値を、次式の関
係を満たすように設定することが望ましい。
Ｔ×ｋ≧Ｔ0

但し、Ｔ：黒表示信号の１回の供給時間
Ｔ0：白表示を完全に黒表示に切り換えることができる黒表示信号の最短時間
【００２９】
　上記構成によれば、１フレーム期間における上記黒表示信号の供給時間が、黒表示信号
のｋ回供給によって白表示を黒表示に切り換えることができる最短時間以上に設定される
。こうして、上記黒表示信号の供給時間が不充分であるために黒表示信号をｋ回繰り返し
て供給する場合において、上記データ信号に基づいて白画像が表示される絵素であっても
次にデータ信号が印加されるまでに確実に黒表示が行われる。
【００３０】
　また、上記第１の発明あるいは第２の発明の液晶表示方法は、上記データ信号が黒表示
用のデータ信号である場合の電圧Ｖｄと上記黒表示信号の電圧Ｖｒとを、下記の関係を満
たすように設定することが望ましい。
対向電極の電位レベルに対して正極性の場合にはノーマリホワイト時はＶｄ＜Ｖｒ、ノー
マリブラック時はＶｄ＞Ｖｒ
対向電極の電位レベルに対して負極性の場合にはノーマリホワイト時はＶｄ＞Ｖｒ、ノー
マリブラック時はＶｄ＜Ｖｒ
【００３１】
　上記構成によれば、黒表示信号の供給時間が不足して十分な黒表示を行うことができな
い場合でも、上記黒表示信号の電圧を大きめ（小さめ）に設定しておくことで、確実に黒
表示が行われる。
【００３２】
　また、第３の発明は、互いに平行に配列された複数の列線，上記列電極に交差する方向
に互いに平行に配列された複数の行線，上記列線と上記行線との交差位置あるいは交差位
置近傍の液晶でなる絵素が少なくとも形成された表示パネルと，上記列線にデータ信号を
供給する列線ドライバと，上記行線に選択信号を供給する行線ドライバを有する液晶表示
装置において、上記列線ドライバに映像信号及び制御信号を供給する一方，上記行線ドラ
イバに制御信号を供給して，上記表示パネルに対する画像表示動作を制御する表示制御部
と、上記絵素に黒画像を表示させるための黒表示信号を発生する黒表示信号発生手段と、
上記列線ドライバに設けられて，上記表示制御部からの映像信号に基づくデータ信号と上
記黒表示信号発生手段からの黒表示信号とを交互に切り替え選択する切替スイッチを備え
て、上記表示制御部は，上記行線を順次選択させるための上記制御信号を上記行線ドライ
バに供給すると共に，上記切替スイッチがデータ信号を選択している際にはｎ本目の行線
に選択信号を供給させる一方，上記切替スイッチが黒表示信号を選択している際には（ｎ
＋ｍ）本目の行線に選択信号を供給させることを特徴としている。
【００３３】
　上記構成によれば、表示制御からの制御信号に基づいて、行線ドライバおよび列線ドラ
イバが次のように制御される。すなわち、上記列線ドライバの切替スイッチによってデー
タ信号が選択されて列線に供給される場合には、上記行線ドライバによってｎ本目の行線
が選択される。一方、上記切替スイッチによって黒表示信号が選択されて列線に供給され
る場合には、（ｎ＋ｍ）本目の行線が選択される。こうして、総ての絵素に対して、デー
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タ信号が書き込まれ、さらにｍに応じた所定時間が経過した後に黒表示信号が供給され、
次のフレームに新たに画像データ信号が書き込まれるまで黒表示信号が書き込まれた状態
が保持されて、黒画像が表示される。したがって、白表示を行っている絵素が次のフレー
ムで黒表示に変わる場合は、黒表示信号が書き込まれる前に既に黒画像が表示されている
ことになり、バックライトの光り漏れは起こらないのである。
【００３４】
　また、第４の発明は、互いに平行に配列された複数の列線，上記列電極に交差する方向
に互いに平行に配列された複数の行線，上記列線と上記行線との交差位置あるいは交差位
置近傍の液晶でなる絵素が少なくとも形成された表示パネルと，上記列線にデータ信号を
供給する列線ドライバと，上記行線に選択信号を供給する行線ドライバを有する液晶表示
装置において、上記列線ドライバに映像信号及び制御信号を供給する一方，上記行線ドラ
イバに制御信号を供給して，上記表示パネルに対する画像表示動作を制御する表示制御部
と、上記絵素に黒画像を表示させるための黒表示信号を発生する黒表示信号発生手段と、
上記列線ドライバに設けられて，上記表示制御部からの映像信号に基づくデータ信号と上
記黒表示信号発生手段からの黒表示信号とを交互に切り替え選択する切替スイッチを備え
て、上記表示制御部は，上記行線を順次選択させるための上記制御信号を上記行線ドライ
バに供給すると共に，上記切替スイッチがデータ信号を選択している際にはｎ本目の行線
に選択信号を供給させる一方，上記切替スイッチが黒表示信号を選択している際には上記
ｎ本目の行線とは異なる複数本の行線に選択信号を供給させることを特徴としている。
【００３５】
　上記構成によれば、表示制御からの制御信号に基づいて、行線ドライバおよび列線ドラ
イバが次のように制御される。すなわち、上記列線ドライバの切替スイッチによってデー
タ信号が選択されて列線に供給される場合には、上記行線ドライバによってｎ本目の行線
が選択される。一方、上記切替スイッチによって黒表示信号が選択されて列線に供給され
る場合には、ｎ本目とは異なる複数本の行線が選択される。したがって、上記黒表示信号
供給時間が１回の黒表示信号供給だけでは十分な黒画像表示が行えない時間である場合で
も、黒表示信号供給が複数回繰り返されることによって確実に黒表示が行われる。こうし
て、表示パネルの絵素密度が高密度であって行線数が多いために、黒表示信号供給時間が
十分取れない場合でも、バックライトの光り漏れが起こらない高品位な動画表示が行われ
る。
【００３６】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記行線をｍ本毎にＬ（
Ｌ：正の整数）個のブロックに分割し、上記行線ドライバを各ブロックの行線に選択信号
を供給するＬ個の部分行線ドライバで構成することが望ましい。
【００３７】
　上記構成によれば、上記切替スイッチによってデータ信号が列線に供給される場合には
、ある１つの部分行線ドライバによって、当該部分行線ドライバに接続されたｎ本目の行
線が選択される。一方、上記切替スイッチによって黒表示信号が列線に供給される場合に
は、上記部分行線ドライバの後列に位置する部分行線ドライバによって、当該部分行線ド
ライバに接続されたｎ本目の行線が選択される。こうして、簡単な制御によって（ｎ＋ｍ
）本の行線の選択動作が行われる。
【００３８】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記表示制御部から上記
列線ドライバへの制御信号は，上記切替スイッチの切替動作を制御するための切替制御信
号を含み、上記切替制御信号は、上記データ信号の選択時間を黒表示信号の選択時間より
も長くするようになっていることが望ましい。
【００３９】
　上記構成によれば、上記データ信号の供給時間は上記黒表示信号の供給時間よりも長く
なる。したがって、表示パネルの絵素密度が高密度であって行線数が多いために、データ
信号供給時間が十分取れない場合にも対処できる。
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【００４０】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記表示制御部から上記
列線ドライバへの制御信号は，上記切替スイッチの切替動作を制御するための切替制御信
号を含み、上記切替制御信号は、上記データ信号の選択時間と上記黒表示信号の選択時間
とは等しくするようになっていることが望ましい。
【００４１】
　上記構成によれば、上記データ信号の供給時間と上記黒表示信号の供給時間とは等しい
ために、非常に簡単な切り換え制御処理によって上記データ信号の供給と上記黒表示信号
の供給とが切り換えられる。
【００４２】
　また、上記第４の発明の液晶表示装置は、上記表示制御部から上記行線ドライバへの制
御信号は，上記黒表示信号を供給する黒表示信号供給期間であるか否かを識別するための
識別信号を含み、上記行線ドライバは，上記識別信号に基づいて，上記黒表示信号供給期
間には（ｎ＋ｍ）本目から（ｎ＋ｍ＋ｋ－１）本目までの行線に上記選択信号を供給する
ようになっていることが望ましい。
【００４３】
　上記構成によれば、総ての絵素に対して、次にデータ信号が印加されるまでにｍに応じ
た所定時間中にｋ回黒表示信号が供給される。したがって、上記ｍに応じた黒表示信号供
給時間が黒画像表示を行うためには不十分な時間である場合でも、黒表示信号供給がｋ回
繰り返されることによって確実に黒表示が行われる。こうして、表示パネルの絵素密度が
高密度であって行線数が多いために、黒表示信号供給時間が十分取れない場合でも、バッ
クライトの光り漏れが起こらない高品位な動画表示が行われる。
【００４４】
　また、上記第４の発明の液晶表示装置発明は、上記表示制御部から上記行線ドライバへ
の制御信号は走査開始信号を含み、上記行線ドライバは、複数のラッチ回路を有するシフ
トレジスタと、上記識別信号に基づいて，データ信号供給期間には上記走査開始信号を上
記シフトレジスタの１番目のラッチ回路に供給する一方，黒表示信号供給期間には上記走
査開始信号を上記シフトレジスタのｍ番目のラッチ回路から連続したｋ個のラッチ回路に
供給する走査開始信号供給手段を備えていることが望ましい。
【００４５】
　上記構成によれば、次にデータ信号が印加されるまでにｋ回黒表示信号を供給できる行
線ドライバが、シフトレジスタを有する行線ドライバに走査開始信号供給手段を設ける簡
単な構成で実現される。
【００４６】
　また、上記第４の発明の液晶表示装置は、上記走査開始信号供給手段を、上記黒表示信
号供給期間におけるラッチ回路番号ｍとラッチ回路数ｋとを変更可能に成すことが望まし
い。
【００４７】
　上記構成によれば、ラッチ回路番号ｍが変更されることによって、次にデータ信号が印
加されるまでに黒画像を表示する時間が変更される。
また、ラッチ回路数ｋが変更されることによって、次にデータ信号が印加されるまでに黒
表示信号が供給される回数が変更される。
【００４８】
　また、上記第４の発明の液晶表示装置は、上記走査開始信号供給手段の動作を制御する
供給制御手段を備えて、上記供給制御手段は，外部からの走査開始位置指定信号に基づい
て，上記ラッチ回路番号ｍを設定する制御信号を上記走査開始信号供給手段に出力するこ
とが望ましい。
【００４９】
　上記構成によれば、外部からの信号に基づいて、次にデータ信号が印加されるまでに黒
画像を表示する時間が変更される。
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【００５０】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記表示制御部を、外部
からの指令信号に応じて、上記切替スイッチの動作に基づく黒表示信号の供給動作を行う
第１表示モード用の制御信号と、上記切替スイッチの動作停止させて黒表示信号の供給動
作を行わない第２表示モード用の制御信号とを切り換え出力するように成すことが望まし
い。
【００５１】
　上記構成によれば、表示モードが、各フレーム毎に上記切替スイッチの動作に基づいて
黒表示信号を上記列線に供給するために消費エネルギーが多くなる第１表示モードと、消
費エネルギーが少ない通常の第２表示モードとに切り換えられて、常時、表示モードを上
記第１モードに固定しておくことによるエネルギーの浪費が防止される。
【００５２】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記列線ドライバから供
給されるデータ信号の電圧を設定するための信号用基準電源を備えて、上記信号用基準電
源の電圧は、上記第１表示モード時と第２表示モード時とで切り換え可能になっているこ
とが望ましい。
【００５３】
　上記構成によれば、上記データ信号が書き込まれた後に黒表示信号が供給されて、次の
フレームに新たに画像データ信号が書き込まれる前に黒画像を表示するために液晶の透過
率が低くなる第１表示モードの場合には、信号用基準電源の電圧が切り換えられてデータ
信号の電圧が上記液晶の透過率低下に応じて設定される。こうして、第１表示モードと第
２表示モードとの間で一定の階調バランスが保たれる。
【００５４】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記表示制御部からの映
像信号に基づいて画面上の同一位置に係るデータをモニタし、上記映像信号に基づく画像
は動画であるか静止画であるかを判別して判別結果を表す上記指令信号を上記表示制御部
に出力する動画静止画判別手段を備えることが望ましい。
【００５５】
　上記構成によれば、動画静止画判別手段によって上記映像信号に基づいて動画であるか
静止画であるかが判別され、判別結果を表す指令信号が上記表示制御部に出力される。
こうして、表示品位が低下しやすい動画表示時に、自動的に上記表示制御部から第１表示
モード用の制御信号が出力され、１フレーム期間にデータ信号が書きこまれた後、次のフ
レームにデータ信号が印加されるまでに黒画像が表示されて表示品位が向上される。
【００５６】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記表示パネルを裏面側
から照射するバックライトと、上記指令信号に基づいて，上記第１表示モードと第２表示
モードで上記バックライトの輝度を切り換えるバックライト調光手段を備えることが望ま
しい。
【００５７】
　上記構成によれば、１フレーム期間において、データ信号が書き込まれた後に次のフレ
ームにデータ信号が印加されるまで黒画像を表示するために液晶の透過率が低くなる第１
表示モードの場合には、バックライト調光手段によってバックライトの輝度が上げられ、
通常の第２表示モードの場合には、バックライトの輝度が下げられる。こうして、常時、
上記バックライトの輝度を上げておくことによるエネルギーの浪費が防止される。
【００５８】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記黒表示信号発生手段
を黒表示信号用電源で構成し、上記黒表示信号用電源の電圧を上記第１表示モード時と上
記第２表示モード時とで切り換え可能に成すことが望ましい。
【００５９】
　上記構成によれば、１フレーム期間において、データ信号が書きこまれた後に次のフレ
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ームにデータ信号が印加されるまで黒画像を表示する第１表示モードの場合には、黒表示
信号用電源の電圧が切り換えられて確実に黒表示が行われる。
【発明の効果】
【００６０】
　以上より明らかなように、第１の発明の液晶表示方法は、ｎ本目の行線に選択信号を供
給すると共に列線にデータ信号を供給して選択行線の絵素に上記データ信号に基づく画像
を表示し、次に、（ｎ＋ｍ）本目の行線に上記選択信号を供給すると共に上記列線に黒表
示信号を供給して選択行線の絵素に黒画像を表示し、上記選択行線を順次シフトさせなが
ら上記データ信号に基づく画像の表示動作と黒画像の表示動作とを繰り返すので、総ての
絵素に対して、上記データ信号を書き込み、さらにｍに応じた所定時間が経過した後に黒
表示信号を供給して、次のフレームに新たに画像データ信号が書き込まれるまで黒表示信
号が書き込まれた状態を保持して、黒画像を表示できる。したがって、白表示を行ってい
る絵素を次のフレームで黒表示に変える場合は、次のデータ信号が書き込まれる前に既に
黒画像が表示されていることになり、バックライトの光り漏れを防止できる。
【００６１】
　また、上述のように、映像を表示している絵素が次にデータ信号が印加されるまでに黒
表示となって映像が消えるため、動画における映像のエッジが人間の視線よりも先に在る
期間と後に在る期間とを短くできる。したがって上記映像のエッジの滲みを低減できる。
【００６２】
　すなわち、この発明によれば、上記列線に対する黒表示信号の供給および上記行線の選
択方法の変更という最小限の変更によって、動画表示品位を向上できるのである。
【００６３】
　また、第２の発明の液晶表示方法は、ｎ本目の行線に選択信号を供給すると共に列線に
データ信号を供給して選択行線の絵素に上記データ信号に基づく画像を表示し、次に、上
記ｎ本目とは異なる複数の行線に上記選択信号を同時に供給すると共に上記列線に黒表示
信号を供給して選択行線の絵素に黒画像を表示し、上記選択行線を順次シフトさせながら
上記データ信号に基づく画像の表示動作と黒画像の表示動作とを繰り返すので、次にデー
タ信号が印加されるまでに複数回黒表示信号を供給できる。したがって、上記黒表示信号
供給時間が黒画像表示に不十分な時間である場合でも、複数回繰り返して黒表示信号を供
給することによって確実に黒表示を行うことができる。
【００６４】
　したがって、この発明によれば、表示パネルの絵素密度が高密度であって行線数が多い
ために、黒表示信号供給時間を十分取れない場合でも、バックライトの光り漏れや映像エ
ッジ部での光の滲みが起きない高品位な動画表示を、最小限の変更によって行うことがで
きる。
【００６５】
　また、上記第２の発明の液晶表示方法は、上記複数の行線を（ｎ＋α・ｍ）（α＝１，
２，…，ｐ）本目の行線とすれば、ある１本の水平ラインに関してｍ本の走査毎に黒表示
を繰り返して行うことができる。したがって、直前のフレームにおける表示内容による絵
素容量の誘電率の変動を無くして、さらに高品位な表示を行うことができる。
【００６６】
　また、上記第２の発明の液晶表示方法は、上記複数の行線を（ｎ＋α・ｍ）本目から（
ｎ＋α・ｍ＋ｋ－１）（α＝１，２，…，ｐ）本目までの行線とすれば、ある１本の水平
ラインに関してｍ本の走査毎にｋ回繰り返して、黒表示を行うことができる。したがって
、直前のフレームにおける表示内容の影響をさらに無くすことができる。
【００６７】
　また、上記第１の発明あるいは第２の発明の液晶表示方法は、上記データ信号の供給時
間と上記黒表示信号の供給時間とを等しくすれば、非常に簡単な切り換え制御処理によっ
て、上記データ信号の供給と上記黒表示信号の供給を切り換えることができる。
【００６８】
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　また、上記第１の発明あるいは第２の発明の液晶表示方法は、上記データ信号の供給時
間を上記黒表示信号の供給時間よりも長くすれば、表示パネルの絵素密度が高密度であっ
て行線数が多いために、データ信号供給時間を十分に取れない場合にも対処することがで
きる。
【００６９】
　また、上記第１の発明あるいは第２の発明の液晶表示方法は、上記ｍの値を次式の関係
を満たすように設定すれば、１フレーム期間における上記黒表示信号の供給時間を、白表
示を黒表示へ切り換える場合の液晶の応答時間以上に設定することができる。したがって
、上記データ信号に基づいて白画像が表示される絵素であっても、次にデータ信号が印加
されるまでに確実に黒表示を行うことができる。
ｆ×ｍ／Ｎ＞ｔ
但し、Ｎ：行線数
ｆ：１フレーム時間
ｔ：白表示を黒表示へ切り換える際における液晶の応答時間
【００７０】
　また、上記第１の発明あるいは第２の発明の液晶表示方法は、上記ｋの値を次式の関係
を満たすように設定すれば、１フレーム期間における上記黒表示信号の供給時間を、黒表
示信号のｋ回供給によって白表示を黒表示に切り換えることができる最短時間以上に設定
できる。したがって、上記黒表示信号の供給時間が不充分であるために黒表示信号供給を
ｋ回繰り返して供給する場合に、上記データ信号に基づいて白画像が表示される絵素であ
っても、次にデータ信号が印加されるまでに確実に黒表示を行うことができる。
Ｔ×ｋ≧Ｔ0

但し、Ｔ：黒表示信号の１回の供給時間
Ｔ0：白表示を完全に黒表示に切り換えることができる黒表示信号の最短時間
【００７１】
　また、上記第１の発明あるいは第２の発明の液晶表示方法は、上記データ信号が黒表示
用のデータ信号である場合の電圧Ｖｄと上記黒表示信号の電圧Ｖｒとを、下記の関係を満
たすように設定すれば、上記黒表示信号の供給時が不足して十分な黒表示が行えない場合
でも、確実に黒表示を行うことができる。
対向電極の電位レベルに対して正極性の場合にはノーマリホワイト時はＶｄ＜Ｖｒ、ノー
マリブラック時はＶｄ＞Ｖｒ
対向電極の電位レベルに対して負極性の場合にはノーマリホワイト時はＶｄ＞Ｖｒ、ノー
マリブラック時はＶｄ＜Ｖｒ
【００７２】
　また、第３の発明の液晶表示装置は、表示制御部からの制御信号によって、列線ドライ
バの切替スイッチがデータ信号を選択している際には、行線ドライバはｎ本目の行線に選
択信号を供給する一方、上記切替スイッチが黒表示信号を選択している際には、上記行線
ドライバは（ｎ＋ｍ）本目の行線に選択信号を供給するので、総ての絵素に対して、デー
タ信号を書き込み、さらにｍに応じた所定時間が経過した後に黒表示信号を供給し、次の
フレームに新たに画像データ信号が書き込まれるまで上記黒表示信号が書き込まれた状態
を保持して、黒画像を表示できる。したがって、白表示を行っている絵素を次のフレーム
で黒表示に変える場合には、次のデータ信号が書き込まれる前に既に黒画像が表示されて
いることになり、バックライトの光り漏れを防止できる。
【００７３】
　すなわち、この発明によれば、上記列線ドライバに切替スイッチを設けて上記表示制御
部からの制御信号を変更するという最小限の変更によって、動画表示品位を向上できるの
である。
【００７４】
　また、第４の発明の液晶表示装置は、表示制御部からの制御信号によって、列線ドライ
バの切替スイッチがデータ信号を選択している際には、行線ドライバはｎ本目の行線に選
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択信号を供給する一方、上記切替スイッチが黒表示信号を選択している際には、上記行線
ドライバは上記ｎ本目とは異なる複数本の行線に選択信号を供給するので、上記黒表示信
号供給時間が１回の黒表示信号供給だけでは十分な黒画像表示を行えない時間の場合でも
、黒表示信号供給を複数回繰り返して確実に黒表示を行うことができる。したがって、表
示パネルの絵素密度が高密度で行線数が多いために黒表示信号供給時間が十分取れない場
合でも、バックライトの光り漏れが起こらない高品位な動画表示を行うことができるので
ある。
【００７５】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記行線をｍ本毎にＬ個
のブロックに分割し、上記行線ドライバを各ブロックの行線に選択信号を供給するＬ個の
部分行線ドライバで構成すれば、上記切替スイッチによってデータ信号を列線に供給する
場合には、ある部分行線ドライバにおけるｎ本目の行線を選択する一方、黒表示信号を列
線に供給する場合には、上記部分行線ドライバの後列に位置する部分行線ドライバにおけ
るｎ本目の行線を選択するという簡単な制御によって、上記（ｎ＋ｍ）本の行線の選択動
作を行うことができる。
【００７６】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記表示制御部から上記
列線ドライバへの制御信号の一つである上記切替スイッチの切替制御信号を、上記データ
信号の選択時間を黒表示信号の選択時間よりも長くするように設定すれば、上記データ信
号の供給時間を上記黒表示信号の供給時間よりも長くすることができる。したがって、表
示パネルの絵素密度が高密度であって行線数が多いために、データ信号供給時間を十分に
取れない場合にも対処できる。
【００７７】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記表示制御部から上記
列線ドライバへの制御信号の一つである上記切替スイッチの切替制御信号を、上記データ
信号の選択時間と黒表示信号の選択時間とを等しくするように設定すれば、上記データ信
号の供給時間と上記黒表示信号の供給時間とを等しくすることができる。したがって、非
常に簡単な切り換え制御処理によって、上記データ信号の供給と上記黒表示信号の供給を
切り換えることができる。
【００７８】
　また、上記第４の発明の液晶表示装置は、上記表示制御部から上記行線ドライバへの制
御信号の一つである識別信号に基づいて、上記行線ドライバによって上記黒表示信号供給
期間に（ｎ＋ｍ）本目～（ｎ＋ｍ＋ｋ－１）本目の行線に上記選択信号を供給するように
すれば、次にデータ信号が印加されるまでに上記黒表示信号をｋ回供給できる。したがっ
て、上記黒表示信号供給時間が不十分である場合でも確実に黒表示を行うことができる。
したがって、この発明によれば、表示パネルの絵素密度が高密度であって行線数が多いた
めに、黒表示信号供給時間を十分取れない場合でも、バックライトの光り漏れが起こらな
い高品位な動画表示を行うことができる。
【００７９】
　また、上記第４の発明の液晶表示装置発明は、上記行線ドライバを、データ信号供給期
間には上記制御信号の一つとしての走査開始信号をシフトレジスタの１番目のラッチ回路
に供給する一方、黒表示信号供給期間には上記走査開始信号を上記シフトレジスタのｍ番
目のラッチ回路から連続したｋ個のラッチ回路に供給する走査開始信号供給手段を有する
ようにすれば、シフトレジスタを有する行線ドライバに走査開始信号供給手段を設けると
いう簡単な変更で、次にデータ信号が印加されるまでにｋ回黒表示信号を供給できる行線
ドライバを実現できる。
【００８０】
　また、上記第４の発明の液晶表示装置は、上記走査開始信号供給手段を、上記黒表示信
号供給期間におけるラッチ回路番号ｍとラッチ回路数ｋとを変更可能なように成せば、ラ
ッチ回路番号ｍを変更することによって、次にデータ信号が印加されるまでの黒画像の表
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示時間を変更できる。また、ラッチ回路数ｋを変更することによって、次にデータ信号が
印加されるまでの黒表示信号の供給回数を変更することができる。したがって、この発明
によれば、上記表示パネルの絵素密度の変更や環境温度の変化等に容易に対処できる。
【００８１】
　また、上記第４の発明の液晶表示装置は、供給制御手段によって、外部からの走査開始
位置指定信号に基づいて、上記ラッチ回路番号ｍを設定する制御信号を上記走査開始信号
供給手段に出力すれば、外部からの信号に基づいて、次にデータ信号が印加されるまでの
黒画像の表示時間を変更できる。
【００８２】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記表示制御部を、外部
からの指令信号に応じて、上記黒表示信号の供給動作を行う第１表示モード用の制御信号
と、上記黒表示信号の供給動作を行わない第２表示モード用の制御信号とを切替出力する
ようにすれば、常時、表示モードを消費エネルギーが多い第１モードに固定しておく場合
に比してエネルギーの浪費を防止できる。
【００８３】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記列線ドライバから供
給されるデータ信号の電圧を設定する信号用基準電源の電圧を、上記第１表示モード時と
第２表示モード時とで切り換え可能にすれば、液晶の透過率が低くなる上記第１表示モー
ドの場合には、データ信号の電圧を上記液晶の透過率低下に応じて設定できる。したがっ
て、第１表示モードと第２表示モードとの間で一定の階調バランスを保つことができるよ
うになる。
【００８４】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、動画静止画判別手段によ
って動画であるか静止画であるかを判別し、判別結果を表す上記指令信号を上記表示制御
部に出力するようにすれば、表示品位が低下しやすい動画表示時に自動的に上記表示制御
部から第１表示モード用の制御信号を出力して、総ての絵素に対して、次にデータ信号が
印加されるまでに黒画像を表示できる。したがって、表示画像が動画に変ったことを自動
的に検知して表示品位の向上を図ることができる。
【００８５】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、バックライト調光手段に
よって、上記指令信号に基づいて上記第１表示モードと第２表示モードとでバックライト
の輝度を切り換えるようにすれば、液晶の透過率が低くなる第１表示モードの場合に上記
バックライトの輝度を上げることができる。したがって、上記バックライトの輝度を上記
第１表示モード時に合せて固定しておく場合に比して、上記第２表示モード時におけるエ
ネルギーの浪費を防止できる。
【００８６】
　また、上記第３の発明あるいは第４の発明の液晶表示装置は、上記黒表示信号発生手段
としての黒表示信号用電源の電圧を、上記第１表示モード時と第２表示モード時とで切り
換えるようにすれば、第１表示モードと第２表示モードとの間で一定の階調バランスを保
つことができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００８７】
　以下、この発明を図示の実施の形態により詳細に説明する。
【００８８】
　＜第１実施の形態＞
　図１は、本実施の形態における液晶表示装置としてのアクティブマトリックス型液晶表
示装置の概略構成図である。本実施の形態における液晶表示装置は、液晶パネル１１と複
数のソースドライバ１２と複数のゲートドライバ１３を有している。液晶パネル１１は、
ＴＦＴ基板１４と対向基板１５を有しており、ＴＦＴ基板１４上には、マトリックス状に
配列された絵素電極１６と、この絵素電極１６にドレインが接続されたＴＦＴ１７と、各
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行のＴＦＴ１７におけるゲートに共通に接続されて平行に配列されたゲートラインＧと、
各列のＴＦＴ１７におけるソースに共通に接続されて平行に配列されたソースラインＳが
形成されている。また、ＴＦＴ基板１４に所定間隔で対向する対向基板１５には、絵素電
極１６に対向する対向電極１８が形成されている。また、図示してはいないが、絵素電極
１６と対向電極１８との間には、液晶が挟持されている。
【００８９】
　ここで、本実施の形態における液晶パネル１１は、上記ゲートラインＧが４８０本であ
り、ソースラインＳが６４０（カラー表示の場合には３倍）本であるＶＧＡ（ビデオ・グ
ラフィックス・アレイ）パネルを用いている。そして、４８０本のゲートラインＧは、１
６０本ずつ３つのグループに分割されて各グループ毎に第１ゲートドライバ１３ａ～第３
ゲートドライバ１３ｃに接続されている。同様に、ソースラインＳは、複数のグループに
分割されて各グループ毎にソースドライバ１２に接続されている。
【００９０】
　表示制御部２０は、クロック信号生成手段を有し、生成した上記クロック信号を入力さ
れた映像信号と共に、１番目のソースドライバ１２に出力する。また、走査開始信号生成
手段および識別信号生成手段を有し、生成した走査開始信号および識別信号をクロック信
号と共に各ゲートドライバ１３に出力する。動画／静止画判別回路２１は、表示制御部２
０から受けた映像信号に基づいて、画面上の数点のデータをモニターすることによって、
動画像主体の動画か静止画像主体の静止画かを判別する。そして、判別結果を表示制御部
２０に返す。そうすると、表示制御部２０は、上記判別結果に基づいて上記クロック信号
の一つである切替クロック信号，識別信号および走査開始信号を動画用と静止画用との何
れかに切り換えるのである。
【００９１】
　さらに、上記動画／静止画判別回路２１からの判別結果は、信号用基準電源２２，黒信
号用電源２４およびバックライト調光回路２３にも出力される。そうすると、上記信号用
基準電源２２及び黒信号用電源２４は、上記判別結果に応じたデータ信号用基準電圧及び
黒信号用電圧を各ソースドライバ１２に送出する。また、バックライト調光回路２３は、
上記判別結果に応じてバックライト（図示せず）を調光する。尚、黒信号用電源２４は、
後に詳述するリセット信号（黒信号）を生成する際に用いられる電源である。
【００９２】
　図２は、上記ソースドライバ１２の概略構成図である。但し、１本のソースラインＳに
関する構成で代表して表示しており、全てのソースラインＳに関して同様の構成のものが
設けられている。映像信号から１絵素（１水平ライン）分のデータがサンプリングメモリ
３１にサンプリングされ、このサンプリングされたデータがホールディングメモリ３２に
蓄えられる。そして、ＤＡコンバータ３３によって信号用基準電源２２からの信号用基準
電圧を用いてＤＡ変換されて、切替スイッチ３４に送出される。
【００９３】
　上記切替スイッチ３４には、上記サンプリングメモリ３１，ホールディングメモリ３２
およびＤＡコンバータ３３に供給されるサンプリングクロック信号を分周したクロック信
号であって、全ソースドライバ１２，１２，…のサンプリングメモリ３１，３１，…に１
水平ライン分のデータがサンプリングされる時間を周期とする上記切替クロック信号が入
力される。そして、切替スイッチ３４は、上記切替クロック信号のレベルが、例えば「Ｈ
」の場合にはＤＡコンバータ３３からのデータ信号を選択して対応するソースラインＳに
出力する。一方、「Ｌ」の場合には黒信号用電源２４からの黒信号電圧を選択し、対応す
るソースラインＳに上記リセット信号として出力するのである。
【００９４】
　尚、上記ソースドライバ１２は、図３に示すように構成しても差し支えない。すなわち
、図２に示すソースドライバ１２においては、切替スイッチ３４をＤＡコンバータ３３の
後段に位置させているが、図３においては、切替スイッチ３５をホールディングメモリ３
８の前段に位置させるのである。そして、切替スイッチ３５は、上記切替クロック信号の
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レベルが、例えば「Ｈ」の場合にはサンプリングメモリ３７からの映像信号を選択してホ
ールディングメモリ３８に送出する。一方、「Ｌ」の場合には黒信号データ生成部３６か
らの黒信号データを選択してホールディングメモリ３８に送出する。そして、ＤＡコンバ
ータ３８によって信号用基準電源２２からの信号用基準電圧を用いてＤＡ変換されて、対
応するソースラインＳに出力される。こうして、１水平ライン分のデータがサンプリング
される時間の前半には上記映像信号に基づくデータ信号がソースラインＳに出力される一
方、後半には上記黒信号データに基づく上記リセット信号がソースラインＳに出力される
のである。
【００９５】
　図４は、上記ゲートドライバ１３の概略構成図である。但し、この発明におけるゲート
ドライバ１３の構成は、これに限定されるものではない。本実施の形態のゲートドライバ
１３はシフトレジスタ４１を有し、このシフトレジスタ４１を構成する各ラッチ回路（図
示せず）からの出力信号は出力回路４２に供給される。そして、この出力回路４２によっ
て、ゲートラインＧにレベル「Ｈ」あるいはレベル「Ｌ」のゲート電圧が印加されてゲー
トラインＧが選択されるのである。
【００９６】
　上記シフトレジスタ４１は、上記表示制御部２０からのクロック信号に基づいて、１番
目のラッチ回路に供給される走査開始信号を順次次のラッチ回路にシフトして、ゲートラ
インＧを順次選択して行く。その場合、上記走査開始信号は、表示制御部２０からの識別
信号を制御信号として開閉するアナログスイッチ４３にも入力されており、上記識別信号
のレベルが例えば「Ｈ」となってアナログスイッチ４３が開放することによって、シフト
レジスタ４１における２番目～４番目のラッチ回路にも上記走査開始信号が供給されるよ
うになっている。
【００９７】
　上記構成を有する液晶表示装置は、以下のように動作して動画像表示を行う。
すなわち、図５は、３つのゲートドライバ１３ａ，１３ｂ，１３ｃに関する駆動信号およ
び各ゲートラインＧに出力される選択信号のタイミングチャートである。図５から分かる
ように、表示制御部２０から、中央に位置する第２ゲートドライバ１３ｂには、一端に位
置する第１ゲートドライバ１３ａに供給されるクロック信号よりも半周期遅れたクロック
信号が供給される。さらに、他端に位置する第３ゲートドライバ１３ｃには、第２ゲート
ドライバ１３ｂに供給されるクロック信号よりも半周期遅れたクロック信号が供給される
。また、各ゲートドライバ１３ａ～１３ｃに表示制御部２０から供給される上記走査開始
信号は、１クロック目と３２１クロック目とに１パルスが存在するパルス信号であり、各
ゲートドライバ１３に１６０クロック分位相をずらして入力される。さらに、各ゲートド
ライバ１３ａ～１３ｃに表示制御部２０から供給される上記識別信号は、例えば３２０ク
ロック分の「Ｌ」レベルと１６０クロック分の「Ｈ」レベルとが存在し、各ゲートドライ
バ１３に１６０クロック分位相をずらして入力される。
【００９８】
　その結果、先ず、上記第１ゲートドライバ１３ａによって１番目のゲートラインＧ1が
選択される。そうした後に、第２ゲートドライバ１３ｂによって１番目～４番目のゲート
ラインＧ、つまり全体としては１６１番目～１６４番目のゲートラインＧ161～Ｇ164が選
択される。次に、第１ゲートドライバ１３ａによって２番目のゲートラインＧ2が選択さ
れた後に、第２ゲートドライバ１３ｂによって１６２番目～１６５番目（２番目～５番目
）のゲートラインＧ162～Ｇ165が選択される。以後、同様にして２つのゲートドライバ１
３ａ，１３ｂによって順次選択が行われ、やがて第２ゲートドライバ１３ｂによって３２
０番目（１６０番目）のゲートラインＧ320が選択される。
【００９９】
　そうすると、次に上記第２ゲートドライバ１３ｂによって１番目のゲートラインＧ、つ
まり全体としては１６１番目のゲートラインＧ161が選択された後、第３ゲートドライバ
１３ｃによって１番目～４番目のゲートラインＧ、つまり全体としては３２１番目～３２
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４番目のゲートドライバＧ321～Ｇ324が選択される。次に第２ゲートドライバ１３ｂによ
って１６２番目（２番目）のゲートラインＧ162が選択された後に、第３ゲートドライバ
１３ｃによって３２２番目～３２５番目（２番目～５番目）のゲートラインＧ322～Ｇ325

が選択される。以後、同様にして２つのゲートドライバ１３ｂ，１３ｃによって順次選択
が行われ、やがて第３ゲートドライバ１３ｃによって４８０番目（１６０番目）のゲート
ラインＧ４８０が選択される。
【０１００】
　そうすると、次に、上記第３ゲートドライバ１３ｃによって１番目のゲートラインＧ、
つまり全体としては３２１番目のゲートラインＧ161が選択された後、再び第１ゲートド
ライバ１３ａによって１番目～４番目のゲートラインＧ1～Ｇ4が選択されるのである。
そして、第３ゲートドライバ１３ｃによって４８０番目（１６０番目）のゲートラインＧ

480が選択された後、第１ゲートドライバ１３ａによって１６０番目のゲートラインＧ160

が選択されると、１フレームの走査が終了するのである。
【０１０１】
　尚、図５に示すタイミングチャートは、上述したように、１６０クロック分の「Ｈ」レ
ベルが存在する識別信号を順次各ゲートドライバ１３ｂ～１３ａに与えた場合であり、識
別信号のレベルが「Ｈ」であるゲートドライバ１３のアナログスイッチ４３がオンとなる
ため、そのゲートドライバ１３では連続した４本のゲートラインＧが選択される。これに
対して、全レベルが「Ｌ」である識別信号を各ゲートドライバ１３に与えた場合には、総
てのゲートドライバ１３のアナログスイッチ４３はオフであるため、図６に示すように隣
接する２つのゲートドライバ１３によって、交互に且つシフトしながら１本ずつのゲート
ラインＧが選択されることになる。
【０１０２】
　以下、具体的に、本実施の形態における液晶表示装置による画像表示動作について説明
する。上述のようにして、ソースドライバ１２の列は、ホールディングメモリ３２に蓄え
られたデータ信号と上記リセット信号とを交互に出力する。その場合における両信号の出
力時間の幅は互いに等しくなるように、切替スイッチ３４に入力される切替クロックのパ
ルス幅が設定されている。尚、本実施の形態における上記出力時間の幅は、およそ１６．
７ｍｓ（１フレーム時間）／４８０本／２≒約１７μｓである。
【０１０３】
　また、上記水平ラインを選択するゲートドライバ１３には、上述したようなクロック信
号および走査開始信号と、全レベルが「Ｌ」である識別信号とが入力されるものとする。
そうすると、図６に示すようにｎ番目のゲートラインＧが選択された後には（ｎ＋１６０
）番目のゲートラインＧが選択される。更に、（ｎ＋１）番目のゲートラインＧが選択さ
れた後には（ｎ＋１６１）番目のゲートラインＧが選択される。但し、（ｎ＋ｍ）がライ
ン数より多い場合には、最終ラインに続いて先頭ラインから数えて選択ラインが求められ
る。各ゲートラインＧの選択時間の幅は、ソースラインＳへの信号の出力時間の幅と同じ
く約１７μｓである。その場合、ソースドライバ１２が上記データ信号を出力する際にｎ
番目のゲートラインＧを選択し、ソースドライバ１２が上記リセット信号を出力する際に
（ｎ＋１６０）番目のゲートラインＧを選択するように、上記切替クロックと走査開始信
号とのタイミングを設定しておく。
【０１０４】
　上述のごとく、上記データ信号を出力したゲートラインＧの１６０本先のゲートライン
Ｇ（ｍ＝１６０）に上記リセット信号を与えるのは、次の理由による。すなわち、液晶の
透過率が１００％から１０％まで変化する応答時間は約４ｍｓである。そして、あるゲー
トラインＧに接続されたある絵素の絵素電極にリセット信号が印加された場合、次にデー
タ信号が印加されるまでに概ね黒表示になっている必要がある。したがって、次の関係が
成立する。
ｆ×ｍ／Ｎ＞４ｍｓ
但し、ｆ：１フレーム時間（１６．７ｍｓ）
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Ｎ：総ゲートライン数（４８０本）
したがって、ｍ＞１１５である必要がある。
【０１０５】
　ここで、本実施の形態においては、１６０本のゲートラインＧに接続されたゲートドラ
イバ１３を３個一直線状に配置して４８０本を走査するようになっている。したがって、
ｍ＝１６０とすれば、現在データ信号を出力しているゲートドライバ１３の次のゲートド
ライバ１３から、データ信号が出力されているゲートラインＧの番号と同じ番号のゲート
ラインＧにリセット信号を出力するという非常に簡単な制御によって、ｍ＞１１５の条件
をクリアできるのである。
【０１０６】
　このような画像表示動作による表示結果について、従来の液晶表示装置による表示結果
と比較すると次のようになる。ここで、説明に用いる画像は、図７に示すように、黒の背
景５１の中央に３絵素分の幅を有する白帯５２が縦方向に配列されている。そして、この
白帯５２は、矢印（Ａ）のごとく１フレーム毎に１絵素ずつ移動して行く動画像であると
する。
【０１０７】
　先ず、従来の液晶表示装置による画像表示方法に付いて述べる。従来の液晶表示装置に
よる１フレーム期間の画像表示シーケンスを図８に示す。次々送られてくる映像信号の１
水平ライン分が、ソースドライバ１のサンプリングメモリ２にサンプリングされてホール
ディングメモリ３に一旦蓄えられる。そして、ホールディングメモリ３から読み出された
１水平ライン分のデータ信号が、ゲートドライバによって選択された１水平ラインを構成
する絵素行に書き込まれる。それと同時に、２水平ライン目のデータ信号がサンプリング
メモリ２サンプリングされてホールディングメモリ３の内容が書き換えられる。これを４
８０水平ライン分繰り返して１フレーム分のデータ信号書き込みが完了する。
【０１０８】
　尚、液晶は、ノーマリホワイトタイプのＴＮ（捩れネマチック）モードを採用している
。また、その特性は、透過率が０％→９０％に達する時間が約２０ｍｓであり、１００％
→１０％に達する時間は約４ｍｓである。
【０１０９】
　上述のような動画像を、従来の液晶表示装置の画像表示シーケンスによって表示した場
合には、図９に示すように、白帯５２から背景５１に変化した絵素列５３に明らかな残像
（画像の滲み）が見られる。この原因は、以下のように説明される。すなわち、図１０は
、図７における白帯５２の進行方向前方において白帯５２に隣接する任意の絵素５４にお
ける各フレーム毎の透過率変化を示す。この透過率変化は、理想的には、第１フレームで
は黒表示（透過率＜１０％）であり、第２フレーム～４フレームまでは白表示（透過率＞
９０％）であり、第５フレームでは再び黒表示に戻るはずである。ところが、上述のよう
に、透過率が０％から９０％に達するまでの時間が約２０ｍｓであり、１００％から１０
％に達するまでの時間が約４ｍｓという液晶の特性を有している。そのために、第１フレ
ームでは黒表示であった絵素５４に第２フレームで白信号を書き込んだ場合に、絵素５４
の液晶はフレーム時間内に応答を完了できずに第３フレームで略完了することになる。し
たがって、第４フレームでは本来の白表示となる。そして、第５フレームでは黒信号が書
き込まれるのであるが、透過率が１００％から１０％に達する時間が約４ｍｓであるため
に、絵素列５３で示すように若干の光漏れが観察されるのである。したがって、従来の画
像表示シーケンスでは、白帯５２の幅が明瞭に３絵素分には見えないのである。
【０１１０】
　次に、本実施の形態の液晶表示装置における画像表示動作に付いて説明する。本液晶表
示装置では、１フレーム期間内に黒表示を達成できる電圧のリセット信号を各水平ライン
のデータ信号書き込み間に書き込むのである。本実施の形態の液晶表示装置における画像
表示シーケンスを図１１に示す。尚、図１１（ｂ）に、図１１（ａ）における書き込みお
よびリセット期間の具体的内容を示す。図１１に示すように、本実施の形態においては、
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データ信号の書き込みとリセット信号の書き込みとをサンプリング周期の１／２周期で交
互に行う。その場合、リセット信号の書き込みは、データ信号書き込み水平ラインの１６
０本先の水平ラインに対して行うのである。
【０１１１】
　本実施の形態においては、このような画像表示シーケンスを採用することによって、図
１２に示すように、白帯６２から背景６１に変化した絵素列６３に、残像（画像の滲み）
は確認されない。この理由は、以下のように説明できる。図１３は、図１２における白帯
６２の進行方向前方において白帯６２に隣接する任意の絵素６４（図７における絵素５４
に相当）における各フレーム毎の透過率変化を示す。この絵素６４は、第１フレームでは
黒表示である。そして、第２フレームでは白信号が書き込まれるのであるが、フレーム時
間内のある時点（当該絵素６４が属する水平ラインの１６０本後方の水平ラインに対して
白信号が書き込まれた次の時点）ａで黒信号が書き込まれる。そして、この黒信号の電圧
は上述のように１フレーム期間内に黒表示を達成できる電圧であり、第２フレームの残り
時間内で透過率が１０％に達するように上記時点ａは設定してある。したがって、次のフ
レームまでには黒表示へ戻ることができるのである。
【０１１２】
　このことは、第３，第４フレームにおいても同様である。したがって、第２～第４フレ
ームにおいて、絵素６４には同じ時間だけ白信号が書き込まれることになり、各フレーム
における最大透過率は同じになる。その結果、第２～第４フレームにおいては同じ輝度の
表示を行うことができるのである。さらに、第５フレームでは、第４フレームの時点ａ以
降において既に黒信号が書き込まれているために開始時点で透過率が１０％以下を呈し、
光漏れが観察されないのである。
【０１１３】
　また、本実施の形態の画像表示シーケンスによる残像の低減は、以下の理由によっても
説明できる。説明を簡単にするために、液晶の応答時間が無限小のケースについて説明す
る。説明に用いる画像は上述のような３絵素幅の白帯が１フレーム毎に１絵素ずつ一方向
に移動していく動画像であり、図１４に任意の水平ラインにおける白帯の移動の様子を示
す。また、無限小応答時間における透過率の応答波形を、従来の画像表示シーケンスの場
合を図１５に示し、本実施の形態の画像表示シーケンスの場合を図１６に示す。
【０１１４】
　図１７は、従来の画像表示シーケンスによる任意の水平ラインにおける白帯の移動の様
子を示す。任意の絵素に書き込まれたデータ信号はフレーム期間中保持されるために、白
帯は１フレーム期間中停止している。そして、次のフレーム期間に入ると１絵素分移動し
て再び１フレーム期間中停止している。以後は上述のことを繰り返す。そして、上述の白
帯の動きを人間が観察した場合には、白帯が滑らかに移動する動画として認識するのであ
る。言い換えると、１フレーム毎に白帯が静止していることを認識できないのである。そ
のために、図１７中に、破線の矢印（Ｂ），（Ｃ）で示すように、人間の視点は一定の速
度で移動することになる。
【０１１５】
　したがって、人間の網膜では、図１８に示すように、動きを加味した輝度が感じられる
のである。その結果、データ信号に基づく実際の白帯の映像よりも、両エッジが鈍った形
に見えて、滲んだ残像を感じることになる。換言すれば、１フレーム毎に白帯が静止して
いるにも拘わらず人間の目は滑らかに移動していると感じるために、１フレームの前半で
は記号「ｂ」で示すように白帯が人間の視線より先に在り、１フレームの後半では人間の
視線が白帯を追い越しているため記号「ｃ」で示すように視線の後に白帯が在ることにな
る。そして、人間の網膜上には白帯映像の「在る／無し」が平均化された像が投影される
ために、エッジが鈍って滲んだ白帯映像が見えるのである。以上のごとく、従来の画像表
示シーケンスでは、必ず動画の滲みが感じられるのである。
【０１１６】
　次に、本実施の形態の液晶表示装置における画像表示シーケンスの場合に付いて説明す
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る。図１９は、本実施の形態の画像表示シーケンスによる任意の水平ラインにおける白帯
の移動の様子を示す。この画像表示シーケンスでは、リセット信号の書き込みライン番号
とデータ信号の書き込みライン番号との差である「ｍ」を「１６０」に設定しているため
、１フレーム期間中の前半２／３だけデータ信号が保持され、後半１／３は黒信号が保持
されて黒表示になる。すなわち、１フレーム期間中の前半２／３だけ白帯が停止して、後
半１／３では白帯が消えることになる。したがって、白帯の表示期間を１フレーム期間の
２／３に縮めることができ、図１９と図１７との比較から明らかなように、記号「ｂ」で
示す白帯が人間の視線より先に在る期間と記号「ｃ」で示す視線の後に在る期間とを短く
できる。そのため、結果的に図２０に示すように白帯映像のエッジの滲みを低減できるの
である。
【０１１７】
　上述の説明においては、簡単のために液晶の応答時間が無限小であると仮定したが、フ
レーム毎に黒表示が行われれば液晶の応答時間が無限小でなくとも同じ効果が得られるこ
とは上述の説明から明らかである。
【０１１８】
　ところで、図１５と図１６との比較から分かるように、本実施の形態においては、表示
絵素に関して、各フレーム毎に、黒透過率から任意の透過率になる過程と任意の透過率か
ら黒透過率になる過程とを含むために、従来の画像表示シーケンスを適用した場合よりも
実質的に透過率が低くなる。したがって、従来の画像表示シーケンスを適用した場合と同
等の輝度を得るためには、バックライトの輝度を増加させる必要がある。
【０１１９】
　そこで、本液晶表示装置を携帯機器に採用することを考慮して、画面上の数点をモニタ
ーして、現在表示されている画像は動画主体の画像か静止画主体の画像かを自動的に判別
する動画／静止画判別回路２１を設けている。そして、動画／静止画判別回路２１の判別
結果に応じて、バックライト調光回路２３によって、動画像であると判別された場合には
バックライトの輝度を増加させるのである。また、静止画像であると判別された場合には
上記バックライトの輝度を低下させるのである。こうすることによって、常時、動画像に
合せたバックライトの輝度に固定しておく場合に比して消費電力を低減することができ、
動画表示品位に優れた携帯用の液晶表示装置を必要最小限の消費電力アップで得ることが
できるのである。
【０１２０】
　尚、上記動画／静止画判別回路２１を設ける代わりに、本実施の形態の画像表示シーケ
ンスと従来の画像表示シーケンスとを選択するスイッチを設け、何れかの画像表示シーケ
ンスをユーザが選択可能にしても差し支えない。そして、本実施の形態の画像表示シーケ
ンス側に上記スイッチが切り換えられた場合には、同期してバックライト調光回路２３に
よってバックライトの輝度を増加させるのである。この場合にも動画表示品位に優れた液
晶表示装置を最小限の消費電力アップで得ることができる。
【０１２１】
　また、上述のごとく、本実施の形態においては各フレーム毎に黒透過率から任意の透過
率になる過程と任意の透過率から黒透過率になる過程を含むために、図２１に示すように
、書き込み電圧と透過率との関係が従来の画像表示シーケンスの場合とは異なる。また、
図２２に示すように、各階調における透過率の経時変化も、本実施の形態の画像表示シー
ケンスと従来の画像表示シーケンスとで異なる。
【０１２２】
　そこで、これらの結果を考慮して、本実施の形態における画像表示シーケンスを採用し
た場合には、動画／静止画判別回路２１の判別結果に基づいて信号用基準電源２２によっ
て、各階調における書き込み電圧を、黒表示を基準として振幅を大きく再調整することに
よって、従来の画像表示シーケンスを採用した場合に比して、良好な階調バランスを得る
ことができるのである。
【０１２３】
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　上述のように、本実施の形態においては、液晶パネル１１としてＶＧＡパネルを用いる
。そして、ソースドライバ１２には、ホールディングメモリ３２に蓄えられたデータ信号
と黒信号電圧に基づく上記リセット信号との両信号を、１水平ラインサンプリング期間中
にソースラインＳに切り替え出力する切替スイッチ３４を設ける。また、４８０本のゲー
トラインＧを１６０本ずつ３つのグループに分割し、各グループのゲートラインＧを第１
ゲートドライバ１３ａ～第３ゲートドライバ１３ｃに接続する。
【０１２４】
　そして、上記表示制御部２０から第１ゲートドライバ１３ａ～第３ゲートドライバ１３
ｃに、順次半周期ずつ位相が遅れたクロック信号を供給する。さらに、表示制御部２０か
ら、１クロック目と３２１クロック目とに１パルスが存在する走査開始信号を、第１ゲー
トドライバ１３ａ～第３ゲートドライバ１３ｃに１６０クロックずつ位相をずらして入力
するようにしている。
【０１２５】
　したがって、上記ソースドライバ１２が上記データ信号を出力する際には、ゲートドラ
イバ１３はｎ番目のゲートラインＧを選択し、ソースドライバ１２が上記リセット信号を
出力する際に（ｎ＋１６０）番目のゲートラインＧを選択するように、上記切替クロック
と走査開始信号とのタイミングを設定しておくことによって、図１３に示すように、デー
タ信号が書き込まれた絵素には、当該フレームの後半１／３にはリセット信号が書き込ま
れることになる。
【０１２６】
　その際に、上記リセット信号の電圧（つまり、黒信号用電源２４の電圧）を１フレーム
期間内に黒表示を達成できる電圧に設定しおけば、次のフレームまでには黒表示へ戻るこ
とができる。すなわち、本実施の形態によれば、白信号が書き込まれた絵素に対して次の
フレームで黒信号を書き込む場合には、前フレームの後半１／３において既に黒信号が書
き込まれているために当該フレームの開始時点において透過率が１０％以下を呈し、光漏
れは観察されないのである。
【０１２７】
　さらに、動画像における映像のエッジ部は、各フレームにおいて移動と停止とを繰り返
す。その場合、人間は上記エッジ部の停止を視認できないために、上記エッジ部は滑らか
に移動しているように見える。そして、本実施の形態においては、データ信号が書き込ま
れた絵素に対してフレームの後半１／３においてリセット（黒）信号が書き込まれて、映
像が消えるようになっている。ところが、人間は映像が消えたことを視認できないために
、上記映像のエッジ部が人間の視線より先に在る期間と後に在る期間とが短くなり、結果
として図２０に示すように動画像のエッジ部の滲みを低減できるのである。
【０１２８】
　また、本実施の形態においては、表示している画像は動画主体の画像か静止画主体の画
像かを自動的に判断する動画／静止画判別回路２１を設けている。そして、動画／静止画
判別回路２１によって動画像であると判別された場合には、バックライト調光回路２３に
よってバックライトの輝度を増加させるようにしている。したがって、動画像表示時にお
いて、１フレームの後１／３にリセット信号を書き込むために生ずる透過率の低下を、必
要最小限の消費電力増加で防止することができるのである。
【０１２９】
　すなわち、本実施の形態によれば、従来のＶＧＡパネルを備えた液晶表示装置に、最小
限の改良を施すことによって、必要最小限の消費電力増加で動画表示品位の向上を図るこ
とができるのである。
【０１３０】
　尚、上記の動作説明は、動画像表示の場合を例に行っているが、静止画像も表示できる
ことは言うまでもない。静止画像の表示に際しては、表示制御部２０から、全レベルが「
Ｈ」の静止画用の切替クロック信号がソースドライバ１２に出力されて、１水平ラインの
サンプリング期間全体に渡ってデータ信号のみが出力される。さらに、１パルスが存在す
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る静止画用の走査開始信号が各ゲートドライバ１３ａ～１３ｃに１６０クロック分位相を
ずらして入力される一方、レベルが「Ｌ」の静止画用の識別信号が各ゲートドライバ１３
に出力される。こうして、従来の液晶表示装置と同様に、４８０本のゲートラインＧを一
端から順次選択しながら全ソースラインＳにデータ信号を出力して画像を表示するのであ
る。
【０１３１】
　また、上述の説明においては、上記信号用基準電源２２と黒信号用電源２４との電圧の
関係については特に述べてはいないが、次のように設定することによって、さらに表示品
位を向上できる。すなわち、信号用基準電源２２からの黒画像用の基準電圧（黒基準電圧
）をＶｄとし、黒信号用電源２４の電圧をＶｒとすると、対向電極１８の電位レベルに対
して正極性の場合には、ノーマリホワイト時にはＶｄ＜Ｖｒ、ノーマリブラック時にはＶ
ｄ＞Ｖｒの関係を満たすように両電圧を設定する。これに対して、負極性の場合には、ノ
ーマリホワイト時にはＶｄ＞Ｖｒ、ノーマリブラック時にはＶｄ＜Ｖｒの関係を満たすよ
うに両電圧を設定する。こうすることによって、黒表示信号の供給時間の不足を補うこと
ができ、より表示品位の向上を図ることができるのである。
【０１３２】
　通常、ＴＦＴ（スイッチング素子）１７は、確実に信号電圧を供給するためには最短で
２０．５μｓの供給時間が必要である。一方において、上述のように、上記ＶＧＡパネル
を１フレーム時間が１６．７ｍｓ（＝１６７００μｓ）で駆動する場合、つまり、４８０
本のゲートラインＧを６０Ｈｚで駆動する場合には、１水平期間が１０6μｓ／６０（Ｈ
ｚ）／４８０（本）＝３４．７μｓとなる。そこで、データ信号供給時間と黒信号供給時
間とをデータ信号供給時間＝２０．８μｓ、黒信号供給時間＝３４．７μｓ－２０．８μ
ｓ＝１３．９μｓと設定する。尚、図２３に各駆動信号および選択信号のタイミングチャ
ートを示し、図２４に画像表示シーケンスを示す。
【０１３３】
　このように各信号供給時間を設定することによって、ソースドライバ１３ａ～１３ｃか
らのデータを絵素電極１６に確実に供給できるのである。尚、黒信号供給時間が短くなれ
ば、十分な黒信号の供給（絵素容量への充電）が行われないと考えられる。しかしながら
、多くの液晶表示素子の場合、電圧－透過率曲線を見てみると、黒表示近傍では、電圧に
対して鈍感な透過率変化を示す（黒表示付近では透過率が０に飽和していく）ので、黒信
号の供給が多少不足しても十分な効果を得ることができるのである。尚、本実施の形態に
おいては、１フレーム時間とは、映像信号方式の如何に関わらず液晶表示装置の画面全体
の画像を表示するために要する時間であると定義する。例えば、インターレース映像信号
方式の場合は、一般に１フレーム時間は２つのフィールドから構成されており、フレーム
時間の１／２に当たる１フィールド時間で液晶表示装置の画面全体が表示される。この場
合には、上記１フィールド時間を本実施の形態においては１フレーム時間と見なすのであ
る。その他の映像信号方式の場合においても同様である。尚、このことは、以後の各実施
形態においても同様であるとする。
【０１３４】
　＜第２実施の形態＞
　本実施の形態における液晶表示装置の概略構成は、図１に示す第１実施の形態における
アクティブマトリックス型の液晶表示装置と同じである。但し、本実施の形態における液
晶表示装置は、液晶表示部にＳ－ＸＧＡ（スーパーＸＧＡ）パネルを用いている。絵素数
は１２８０（カラー表示の場合には３倍）×１０２４であり、第１実施の形態におけるＶ
ＧＡパネルとはゲートラインＧの数にして約２倍異なる。したがって、第１実施の形態の
場合と同様に、データ信号とリセット信号とを同じ出力時間幅で交互に出力するとすれば
、１水平ラインの選択時間は、およそ１６．７ｍｓ（１フレーム時間）／１０２４本／２
≒約８．１μｓである。そのために、絵素に対して各信号書き込み（つまり充電）を十分
に行うことができない。
【０１３５】
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　尚、上記各絵素電極とソースラインＳとの接続をスイッチングするＴＦＴ素子の能力か
らすれば、１水平ラインの選択時間は最低１２．０μｓが必要である。そこで、本実施の
形態においては、ソースドライバ１２における切替スイッチ３４に供給する切替クロック
は、１６．７ｍｓ（１フレーム時間）／１０２４本≒約１６．３μｓである１水平ライン
の最大選択時間のうち、１２．０μｓをデータ信号書き込み時間に割り当て、残りの４．
３μｓをリセット信号書き込み時間に割り当てるように設定するのである。
【０１３６】
　ところが、このようなリセット信号書き込み時間では、１回の選択期間においてリセッ
ト信号を十分書き込むことは不可能である。そこで、本実施の形態においては、図２５及
び図２６に示すように、１０２４本のゲートラインＧを、２５６本ずつ４つのグループに
分割して各グループ毎に異なる４つのゲートドライバ（以下、第１ゲートドライバ１３ａ
～第４ゲートドライバ１３ｄと言う）に接続している。但し、各ゲートドライバ１３の基
本構成は図４に示す構成と同じである。そして、画像表示に際しては、表示制御部２０か
ら各ゲートドライバ１３ａ～１３ｄに、７６８クロック分の「Ｌ」レベルと２５６クロッ
ク分の「Ｈ」レベルとが存在する識別信号を、各ゲートドライバ１３に２５６クロック分
位相をずらして入力する。また、１クロック目と７６９クロック目とに１パルスが存在す
る走査開始信号を、各ゲートドライバ１３に２５６クロック分位相をずらして入力するの
である。
【０１３７】
　その結果、上記識別信号のレベルが「Ｈ」であるゲートドライバ１３のアナログスイッ
チ４３がオンとなるため、そのゲートドライバ１３では連続した４本のゲートラインＧが
選択されることになり、隣接する２つのゲートドライバ１３によって、シフトしながら１
本のゲートラインＧと４本のゲートラインＧとが交互に選択されることになる。
【０１３８】
　本実施の形態の液晶表示装置における画像表示シーケンスは、図２７に示す通りである
。尚、図２７（ｂ）に、図２７（ａ）における書き込みおよびリセット期間の具体的内容
を示す。図２７に示すように、本実施の形態においては、データ信号の書き込みとリセッ
ト信号の書き込みとを上述のような異なる時間幅で交互に行う。その場合、リセット信号
の書き込みは、表示制御部２０からの上述のような識別信号および走査開始信号に基づい
て、データ信号書き込み水平ラインの２５６本先から連続した４本の水平ラインに対して
同時に行われるのである。
【０１３９】
　こうすることによって、各水平ラインに、１フレーム中に４回連続してリセット信号を
書き込むことができ、図２８に示すように、リセット信号書き込み時間を４．３μｓとし
ても十分に黒表示を行わせることができる。すなわち、本実施の形態によれば、液晶パネ
ル１１としてＳ－ＸＧＡパネルを用いたアクティブマトリックス型液晶表示装置において
、動画表示の滲みや残像を低減することができるのである。
【０１４０】
　尚、本実施の形態において、上述のごとく、上記データ信号を出力したゲートラインＧ
の２５６本先のゲートラインＧ（ｍ＝２５６）に上記リセット信号を与えるのは、次の理
由による。すなわち、上述したように、液晶の透過率が１００％から１０％まで変化する
応答時間は約４ｍｓである。そして、あるゲートラインＧに接続されたある絵素の絵素電
極にリセット信号が印加された場合、次にデータ信号が印加されるまでに概ね黒表示にな
っている必要がある。したがって、次の関係が成立する。
ｆ×ｍ／Ｎ＞４ｍｓ
但し、ｆ：１フレーム時間（１６．７ｍｓ）
Ｎ：総ゲートライン数（１０２４本）
したがって、ｍ＞２４６である必要がある。
【０１４１】
　ここで、本実施の形態においては、２５６本のゲートラインＧに接続されたゲートドラ
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イバ１３を４個一直線状に配置して１０２４本を走査するようになっている。したがって
、ｍ＝２５６とすれば、現在データ信号を出力しているゲートドライバ１３の次のゲート
ドライバ１３から、データ信号が出力されているゲートラインＧの番号と同じ番号のゲー
トラインＧにリセット信号を出力するという非常に簡単な制御によって、ｍ＞２４６の条
件をクリアできるのである。
【０１４２】
　尚、本実施の形態の場合にも、表示画像が動画主体の画像か静止画主体の画像かを動画
／静止画判別回路２１によって自動的に判断し、動画像である場合にバックライト調光回
路２３によってバックライトの輝度を増加させれば、動画表示品位に優れた携帯用の液晶
表示装置を必要最小限の消費電力アップで得ることができる。
【０１４３】
　また、上述の説明においては、ｎ本目のゲートラインＧにデータ信号を書き込んだ後に
、（ｎ＋ｍ）本目から連続してｋ本のゲートラインＧにリセット信号を書き込む場合を例
に挙げている。ところが、上記リセット信号が書き込まれるＫ本のゲートラインＧを、ｍ
本置きにｐ個のグループに分けても差し支えない。その場合に各グループ毎に連続したｋ
本（＝Ｋ／ｐ本）に同時にリセット信号が書き込まれることになる。
【０１４４】
　図２９に、各駆動信号および選択信号のタイミングチャートの一例を示す（ゲートドラ
イバ１３ｄは省略）。また、図３０に１フレーム期間の画像表示シーケンスを示す。
尚、図２９は、ｍ＝２５６，ｐ＝２，ｋ＝１の場合の例である。
【０１４５】
　上述のように、ｍ本置きにｐ個のグループに分散してゲートラインＧにリセット信号を
書き込むことによって、以下のような効果を奏することができる。すなわち、液晶は、リ
セット信号の書き込み開始によって黒表示へ応答し始め、その誘電率が次第に変化して行
く（液晶の誘電率異方性のため）特性を有している。したがって、液晶へ所定のリセット
電圧を印加しても、その誘電率変化によって液晶に実際に印加されている電圧は変動して
しまう。
【０１４６】
　ところが、ｍ本置きにｐ個のグループに分散させてｋ本のゲートラインＧにリセット信
号を供給することによって、ある１本の水平ラインに着目すると、ｍ本走査される毎に１
回リセット信号が供給されることになる。すなわち、１回目のリセット信号で液晶がある
程度応答してその誘電率が変化する。そして、ｍ本走査後に、上記誘電率が変化した液晶
に対して２回目のリセット信号の供給が行われることになる。したがって、この動作をｐ
回繰り返すことによって、より確実な黒表示を得ることができるのである。
【０１４７】
　言い換えれば、液晶素子への信号供給は、信号電圧の個々の絵素容量への印加動作（す
なわち充電動作）である。したがって、液晶は、表示の内容（配向状態）によってその誘
電率が変化することになり、前回の表示内容によって充電電荷量が異なることになる。し
たがって、同じ絵素に同じ信号を供給しても、前の表示内容が異なると異なった表示にな
ってしまうのである。
【０１４８】
　ところが、上述のように、ｍ本のゲートラインＧが走査されるだけの時間をおいてｐ回
繰り返してリセット信号を書き込むことによって、上述の誘電率変化の問題を改善するこ
とができ、さらに良好な黒表示を得ることができるのである。
【０１４９】
　＜第３実施の形態＞
　第１実施の形態における液晶表示装置においては、低温下で使用すると液晶の応答速度
が遅くなるために、リセット信号による黒表示が完了する前に次フレームのデータ信号が
書き込まれることになり、動画の滲み量が増すと言う問題がある。この問題は、第２実施
の形態を適用することによって、つまり表示制御部２０からの識別信号を切り換えること
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によって解消できるのであるが、上記データ信号に応じた透過率から黒透過率になるまで
の応答時間をフレーム期間内に収まるようにコントロールすることによっても解消できる
。以下、上記データ信号に応じた任意の透過率から黒透過率になるまでの応答時間のコン
トロール方法について説明する。
【０１５０】
　上記応答時間のコントロール方法としては、次のような方法がある。
【０１５１】
　（１）リセット信号の書き込みライン番号とデータ信号の書き込みライン番号との差で
ある「ｍ」を、環境温度の低下と共に増大させる。このことによって、リセット信号書き
込み時間を長くしてリセット信号書き込み時の応答時間をフレーム期間内に十分収まるよ
うにでき、液晶の応答速度低下を補償することができるのである。
【０１５２】
　（２）黒信号用電源２４からの黒信号用電圧（つまり、リセット信号の電圧）を環境温
度の低下と共に大きくする。このことによって、リセット信号書き込み速度を速くしてリ
セット信号書き込み時の応答時間をフレーム期間内に十分収まるようにでき、液晶の応答
速度低下を補償することができるのである。
【０１５３】
　尚、上記（１）における「ｍ」の変化方法としては種々考えられるが、例えば以下のよ
うにして行う。すなわち、複数に分割されている各ゲートドライバ１３のシフトレジスタ
４１を直列に接続する。そして、全シフトレジスタ４１を構成するラッチ回路のうち、ｍ
番目～（ｍ＋Ｊ）番目のラッチ回路の入力端子の夫々にアナログスイッチを接続し、この
（Ｊ＋１）個のアナログスイッチの何れかを介してｍ番目～（ｍ＋Ｊ）番目のラッチ回路
の入力端子にも上記走査開始信号を入力可能にする。さらに、上記アナログスイッチ用の
制御回路を設け、この制御回路によって、環境温度の降温に応じて（ｍ＋ｊ（ｊ≦Ｊ））
番目のアナログスイッチをオンするのである。
【０１５４】
　尚、本実施の形態においては、上記コントロール方法（１），（２）の何れか一方のみ
を実施しても液晶の応答速度の低下による動画像の滲み量増加を回避することができる。
【０１５５】
　また、上記第２実施の形態においては、上記リセット信号の書き込みを４本の水平ライ
ンに対して同時に行う場合を例に説明したが、この発明は４本の水平ラインに限定される
ものではない。さらに、リセット信号の書き込みは固定本数の水平ラインに限定されるも
のではなく、リセット信号の書き込み本数を変更可能にしても差し支えない。その場合の
上記リセット信号の書き込み本数の変更方法は種々考えられるが、例えば次のように行え
ばよい。
【０１５６】
　すなわち、図４において、各ゲートドライバ１３における２番目～Ｋ番目のラッチ回路
の入力端子の夫々にアナログスイッチを接続し、この（Ｋ－１）個のアナログスイッチの
何れかを介してアナログスイッチ４３からの走査開始信号を２番目～Ｋ番目のラッチ回路
の入力端子にも供給可能にする。さらに、上記アナログスイッチ用の制御回路を設け、こ
の制御回路によって、外部からのｋ信号に応じて２番目～ｋ（ｋ≦Ｋ）番目のアナログス
イッチをオンするのである。尚、ｋ信号とは、リセット信号の書き込み本数を指定する信
号である。
【０１５７】
　上記各実施の形態においては、この発明をアクティブマトリックス型液晶表示装置に適
用した場合を例に説明しているが、デューティタイプの液晶表示装置にも適用できること
は言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【０１５８】
【図１】この発明の液晶表示装置における概略構成を示す図である。
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【図２】図１におけるソースドライバの概略構成を示す図である。
【図３】図２とは異なるソースドライバの概略構成を示す図である。
【図４】図１におけるゲートドライバの概略構成を示す図である。
【図５】図４におけるアナログスイッチが動作した場合の説明図である。
【図６】第１実施の形態における３つのゲートドライバの駆動信号および各ゲートライン
に出力される選択信号のタイミングチャートである。
【図７】動画像表示動作の説明に用いる画像の説明図である。
【図８】従来の画像表示シーケンスを示す図である。
【図９】図７に示す画像において生ずる滲みの説明図である。
【図１０】従来の画像表示シーケンスに基づく白帯絵素における各フレーム毎の透過率変
化を示す図である。
【図１１】図１に示す液晶表示装置における画像表示シーケンスを示す図である。
【図１２】図１１に示す画像表示シーケンスに基づく図７に示す画像の表示結果を示す図
である。
【図１３】図１１に示す画像表示シーケンスに基づく各フレーム毎の透過率変化を示す図
である。
【図１４】図７に示す画像の任意の水平ラインにおける白帯の移動の様子を示す図である
。
【図１５】液晶の応答時間を無限小とした場合の従来の画像表示シーケンスにおける透過
率の応答波形を示す図である。
【図１６】液晶の応答時間を無限小とした場合の図１１に示す画像表示シーケンスにおけ
る透過率の応答波形を示す図である。
【図１７】従来の画像表示シーケンスでの白帯の移動と人間の視点の移動とを示す図であ
る。
【図１８】図１７に示す白帯の移動と人間の視点の移動とのずれに起因して白帯の両エッ
ジの輝度が低下する状態を示す図である。
【図１９】図１１に示す画像表示シーケンスでの白帯の移動と人間の視点の移動とを示す
図である。
【図２０】図１９に示す白帯の移動と人間の視点の移動とのずれに起因して白帯の両エッ
ジの輝度が低下する状態を示す図である。
【図２１】図１１に示す画像表示シーケンスと従来の画像表示シーケンスとにおける書き
込み電圧と透過率との関係を示す図である。
【図２２】図１１に示す画像表示シーケンスと従来の画像表示シーケンスとにおける各階
調での透過率の経時変化を示す図である。
【図２３】図６とは異なる駆動信号および選択信号のタイミングチャートである。
【図２４】図１１とは異なる画像表示シーケンスを示す図である。
【図２５】第２実施の形態における駆動信号および選択信号のタイミングチャートである
。
【図２６】図２５に続くタイミングチャートである。
【図２７】図１１および図２４とは異なる画像表示シーケンスを示す図である。
【図２８】図２７に示す画像表示シーケンスに基づく各フレーム毎の透過率変化を示す図
である。
【図２９】図２５とは異なるタイミングチャートである。
【図３０】図２９の画像表示シーケンスを示す図である。
【図３１】従来の液晶表示装置におけるソースドライバの概略構成図である。
【符号の説明】
【０１５９】
　１１…液晶パネル
　１２…ソースドライバ
　１３…ゲートドライバ
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　２０…表示制御部
　２１…動画／静止画判別回路、
　２２…信号用基準電源
　２３…バックライト調光回路
　２４…黒信号用電源
　３１，３７…サンプリングメモリ
　３２，３８…ホールディングメモリ
　３３，３８…ＤＡコンバータ
　３４，３５…切替スイッチ
　３６…黒信号データ生成部
　４１…シフトレジスタ
　４２…出力回路
　４３…アナログスイッチ

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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